
目標年：令和９年（2027年）　　目標値：　46％　以上

　次期計画からの新規指標

女性の労働参加に係る指標として設定。

過去10年に渡って全国平均より1.5～3.6％低い状況が続いているが、女性の正規雇用比率の上昇を
目指し、本道の伸び率等を勘案し目標値を設定。

（参考）現行計画における状況

【①基準値】

令和４年（2022年）　43.3％

【②目標値】

＜目標設定の考え方＞

資料５-2

■女性の労働参加
□仕事と家庭の両立
□高齢者の労働参加

女性の正規雇用比率

【定義・算出式】

就業者に占める女性の正規職員・従業員の割合
（算出式）女性の正規雇用比率＝
　就業者に占める女性の正規の職員・従業員／就業者に占める女性の役員を除く雇用者×100（％）

【出典】

全国データ・北海道データ :総務省「労働力調査」

●指標の説明

●実績と目標設定

●データ
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女性の正規雇用比率の推移

比率 北海道 比率 全国

基準値

目標値

（単位：％）

年 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022
北海道 44.2 40.6 40.0 40.2 41.4 41.6 42.5 41.7 43.3 43.3 43.3
全国 45.5 44.2 43.4 43.7 44.1 44.5 44.0 44.0 45.6 46.4 46.6

基準値


